
数字にみるわがまち（平成27年6月30日現在）

（　）は、前年同月比数

（人口）合計････････4,264人	（－136）
　　　　	男	･････････1,922人	 （－74）
　　　　	女	･････････2,342人	 （－62）
年少［15歳未満］	････　199人	 （－10）	 4.67％
老年［65歳以上］	････2,364人	 （－35）	55.44％
世帯数････････････2,431世帯	 （－38）

大豊町

広報ゆとりすと
平
成
27
年8

6月30日　大豊町中学校

ヘリベリー校（オーストラリア）来町
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第144号
平成27年5月臨時会
平成27年6月定例会

発行日／平成 27 年 7月 31 日

責任者　議会議長　佐藤 德治
編　集　議会広報編集特別委員会
事務局　大豊町高須 231
電　話　0887 － 72 － 0450

第458回（平成27年5月）臨時会

第459回（平成27年6月）定例会

　５月12日開会、会期は１日間。集落活動センター西峰建築工事請負契約を可決し閉会した。

　６月11日開会、６月19日までの９日間の会期、町長提出の平成27年度補正予算、条例など６件を可決、
副町長の同意、指定管理者の指定１件、意見書３件を可決し、継続審査・調査付託を決定の上、閉
会した。

第459回

平成27年6月定例会

平成27年度補正予算（賛成・全員）

主な使いみち（一般会計歳出）

　公共施設再生可能エネルギー等導入工事関係3,030万2千円、土地購入費931万2千円等を増額、介護保険特
別会計繰出金1,312万2千円の増額等により、707万3千円の計上、農道維持修繕工事費300万円等を増額、多
面的機能支払交付金関係1,235万1千円等を減額、がけくずれ住家防災対策工事費2,700万円、川口南自然災害
防止工事費2,900万円等の増額、消防団員等負担金627万7千円を計上、焼却炉解体工事関係295万2千円、給
食センターへのエアコン移設工事費157万9千円を計上、農業用施設災害復旧費1億1,600万円等の増額、すこ
やか子育て基金積立金5,887万2千円を計上。

主な使いみち（介護保険特別会計）

　人事異動等による給与及び職員手当等の調整を行った結果、1,324万7千円の増額。

会　　　計 補　正　額 補正後の額

一　 般　 会 　計 （ 第２回 ） 3億2,878万１千円 48億8,716万7千円

介護保険特別会計 （ 第１回 ） 1,324万7千円 ６億8,631万円



議
会
だ
よ
り　

秀
峰

3

大
豊
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て	

	

（
賛
成
・
全
員
）

○
町
の
福
祉
医
療
費
助
成
に
係
る
事
務
処

理
に
遺
脱
が
あ
っ
た
た
め
、
町
長
及
び

副
町
長
の
給
料
月
額
を
６
月
か
ら
２
ヶ

月
間
町
長
10
％
、
副
町
長
５
％
減
ず
る

措
置
を
専
決
処
分
す
る
。

大
豊
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て	

（
賛
成
・
全
員
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴
い
発
行

す
る
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
再
交
付
の
手
数
料
を
追
加
す
る
。

大
豊
町
す
こ
や
か
子
育
て
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
	

（
賛
成
・
全
員
）

○
本
町
出
身
、
在
住
者
２
名
の
意
志
に
よ

る
寄
附
金
を
財
源
と
し
、
基
金
と
し
て

５
８
８
７
万
１
０
５
６
円
を
増
額
す
る
。

大
豊
町
山
村
農
業
実
践
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

	

（
賛
成
・
全
員
）

○
高
知
県
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
施
設
（
山
間

試
験
室
）
を
山
村
農
業
の
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
に
活
用
す
る
施
設
と
し

て
位
置
づ
け
る
。

町
道
の
路
線
認
定
及
び
変
更

	

（
賛
成
・
全
員
）

嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の

一
部
変
更	

（
賛
成
・
全
員
）

○
嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
の
行
財
政
改

革
を
行
う
た
め
、
新
た
な
職
の
設
置
に

伴
い
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
。

大
豊
町
山
村
農
業
実
践
セ
ン
タ
ー

の
管
理
に
関
す
る
指
定
管
理
者
の

指
定	

（
賛
成
・
全
員
）

○
大
豊
町
山
村
農
業
実
践
セ
ン
タ
ー
の
管

理
を
、
株
式
会
社
ゆ
と
り
フ
ァ
ー
ム
に

指
定
す
る
。

第458回臨時会　契約の締結

27第２－１号
集落活動センター西峰建築工事請負契約

　（賛成・全員）
１　契約の目的　　27第2－1号　集落活動センター西峰建築工事
２　契約の方法　　指名競争入札
３　契約金額　　　58,644,000円
４　契約の相手方　大豊町寺内721番地
　　　　　　　　　平野建築
　　　　　　　　　平野　右二

第
459
回
定
例
会　

主
な
条
例
改
正
等

旧山間試験室

整理番号 路線名 起終点 重要な経過地

6009
町道大砂
子カジヤ
シキ線

起点　大豊町大字大砂子
　　　字カジヤシキ
　　　100番地2

終点　大豊町大字大砂子　
　　　字カジヤシキ
　　　100番地2

整理
番号

路
線
名

新旧
の別 起終点 敷地の幅員 延長

６
１
０
２

町
道
大
久
保
イ
カ
ダ
イ
ボ
線

旧

起点　大豊町大字大久保
　　　字イカダ
　　　147番地ｲ

終点　大豊町大字大久保
　　　字イボ
　　　432番地ｲ

最大
　4.20m

最小
　2.50m

294.82m

新

起点　大豊町大字大久保
　　　字イカタ
　　　147番地1

終点　大豊町大字大久保
　　　字中西屋敷
　　　236番地1

最大
　4.20m

最小
　2.50m

354.82m
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○
大
豊
町
出
身
、
在
住
の
２

名
の
方
か
ら
貴
重
な
浄
財

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
浄
財
は
子
育
て

支
援
に
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
に
対
し
ま
し
て
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

金 

３
８
８
７
万
１
０
５
６
円

　

故　

中
西　

健
一　

様

　
（
大
砂
子
出
身
で
京
都
大

学
大
学
院
を
卒
業
後
、
大

阪
経
済
法
科
大
学
学
長
な

ど
を
歴
任
）

金　

２
０
０
０
万
円

　

都
築　

康
徳　

様

　
（
香
美
市
在
住
。
故 

三
谷

玄
之 

様
（
東
庵
谷
）
の

ご
親
族
）

行

報
政

告

○
大
豊
町
の
基
幹
産
業
で
、

100
年
の
森
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
で
あ
る
チ
ッ
プ

の
製
造
工
場
が
、
４
月
１

日
操
業
を
開
始
し
た
。 岩﨑憲郎

町長

主 

な 

質 

疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
第
458
回
臨
時
会

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
西
峰
建

築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

前野由和	議員

　

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
西
峰

の
今
後
の
行
政
と
し
て
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
は
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

高
齢
化
率
が
70
％
を
超
え

る
西
峰
地
域
に
お
い
て
、
集

落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
次
の

世
代
に
繋
い
で
い
く
具
体
的

な
取
り
組
み
を
地
域
と
一
緒

に
進
め
て
い
く
。

○
第
459
回
定
例
会

大
豊
町
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の

承
認
に
つ
い
て

渡辺則夫	議員

　

こ
の
専
決
処
分
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は

何
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

福
祉
医
療
費
に
係
る
請
求

事
務
を
怠
っ
て
お
り
、
町
に

入
る
べ
き
収
入
と
し
て
確
保

で
き
な
い
事
態
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
職
員
の
事
務
の
遺
脱

で
あ
り
、
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
、
管
理
監
督
責
任
の
あ

る
私
と
副
町
長
が
給
与
を
減

ず
る
専
決
処
分
を
し
た
も
の

で
あ
る
。

一
般
会
計
（
第
２
回
）
補
正

予
算

三谷幸一郎	議員

　

町
道
等
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
清
掃
を
業
者
に
委
託
で
き

な
い
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

基
本
的
に
は
今
ま
で
ど
お

り
地
域
の
方
に
お
願
い
し
た

い
。
特
殊
な
場
所
等
に
つ
い

て
は
検
討
し
早
期
の
対
応
に

努
め
る
。

都築正光	議員

　

川
口
南
地
区
自
然
災
害
防

止
工
事
費
は
、
雨
期
に
入
り

今
後
下
流
域
の
心
配
も
あ
る

の
で
、
早
急
な
対
応
を
し
一

日
も
早
い
復
旧
を
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

早
期
復
旧
工
事
に
努
め
る
。

前
野
由
和
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
は
、
例
の
年
金
機
構
の

情
報
が
125
万
件
に
渡
っ
て
漏

れ
た
と
い
う
こ
と
で
疑
問
や

不
安
が
あ
る
中
、
住
民
へ
の

説
明
も
含
め
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
の
意
見

が
あ
り
、
ま
た
報
道
も
さ
れ

て
い
る
。
住
民
の
意
見
は
国

の
機
関
に
届
け
る
が
、
基
本

的
に
法
定
受
託
事
務
で
あ
る

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
理
解

を
。

木材チップ工場

丸和林業株式会社大豊事業所

集落活動センター西峰起工式

高所にあるカーブミラー
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選挙管理委員会委員

前
野
由
和
議
員

　

緊
急
時
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
地
域
に
よ
っ
て
活
用
で

き
る
も
の
と
し
て
何
が
あ
り
、

問
題
は
何
で
課
題
は
何
か
を

聞
く
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
Ｊ

－

ア
ラ
ー
ト
等
が
あ
る
。
町
の

伝
達
手
段
と
し
て
は
、
ゆ
と

り
す
と
放
送
、
消
防
団
に
よ

る
広
報
な
ど
が
あ
る
。
昨
年

の
避
難
指
示
発
令
時
は
消
防

団
員
に
よ
る
個
別
伝
達
で
対

応
し
た
。
何
よ
り
も
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
重
要
性
を

痛
感
し
た
。

※
Ｊ

－

ア
ラ
ー
ト
と
は
（
緊

急
情
報
を
住
民
へ
瞬
時
に
伝

達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。）

前
野
由
和
議
員

　

一
人
一
人
が
携
帯
電
話
を

使
う
時
代
に
な
っ
て
き
た
。

エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
Ｊ

－

ア

ラ
ー
ト
な
ど
緊
急
通
報
サ
ー

ビ
ス
も
普
及
し
、
独
居
高
齢

者
等
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
携
帯
電
話
が
活
用
さ

れ
て
い
る
。
携
帯
電
話
が
つ

な
が
ら
な
い
地
域
解
消
は
再

三
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
課

題
で
あ
る
。
町
内
の
状
況
と

解
消
に
向
け
て
の
取
り
組
み

の
経
緯
を
聞
く
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

携
帯
電
話
が
通
じ
な
い
エ

リ
ア
は
３
地
域
40
世
帯
53
人

で
あ
る
。
携
帯
電
話
事
業
者

と
の
協
議
や
申
し
入
れ
も
行

っ
て
き
た
が
、
今
日
に
至
っ

て
い
る
。

前
野
由
和
議
員

　

義
務
教
育
制
度
と
し
て
小

中
一
貫
校
を
加
え
る
改
正
案

が
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
等
を
理

由
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
過
疎
地
の
財
政
負
担

軽
減
の
方
策
と
し
て
統
廃
合

の
理
由
と
さ
れ
た
経
緯
が
あ

る
。
本
町
に
お
い
て
は
小
学

校
統
合
の
際
、
検
討
さ
れ
た

と
記
憶
し
て
い
る
が
経
緯
を

聞
く
。

松高俊二
教育委員長

　

小
学
校
統
合
の
際
、
検
討

し
た
が
、
保
護
者
の
理
解
ま

で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

前
野
由
和
議
員

　

電
波
が
届
か
な
い
地
域
ほ

ど
独
居
高
齢
者
が
多
い
。
基

地
局
や
伝
送
路
開
設
へ
の
さ

ら
な
る
努
力
を
要
請
す
る
。

　

周
辺
の
畑
で
も
、
出
か
け

た
時
に
も
安
否
確
認
と
し
て

必
要
で
あ
る
。
貸
与
基
準
を

緩
和
し
て
不
感
地
域
の
高
齢

者
も
サ
ー
ビ
ス
適
用
と
す
る

よ
う
に
、
ま
た
、
併
せ
て
防

災
屋
外
放
送
が
活
用
で
き
る

よ
う
整
備
と
管
理
を
要
請
す

る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

安
否
確
認
は
出
か
け
た
先

で
も
必
要
な
の
で
幅
広
く
対

応
す
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

ま
た
、
防
災
屋
外
放
送
に
つ

い
て
は
、
現
有
の
施
設
は
整

備
し
て
最
大
限
活
用
す
る
。

一般質問

一般質問

問	

緊
急
時
の
通
報
に
万
全
を
図
れ

答	

常
に
迅
速
に
対
応
出
来
る
体
制
を
進

め
る

問	

学
校
制
度
改
正
に
よ
る

	

小
中
一
貫
校
は
選
択
肢
に
な
る
の
か

答	

優
れ
た
面
が
あ
る
と
評
価
し
て
い
る

防災屋外放送施設

小中学校合同音楽会

人　

事

副
町
長
の
選
任 

（
賛
成・多
数
）

　　

住　

所

　
　

大
豊
町
黒
石
197
番
地
２

　

氏　

名

　
　

田た

坂さ
か

仁ひ
と

志し

　
　

昭
和
36
年
７
月
６
日
生

大
豊
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

　
　
　
　
　
　
　

補
充
員
の
選
挙（
指
名
推
薦
）当
選
人

　

大
豊
町
立
川
上
名
83
番
地 

石い
し　

川か
わ　

靖せ
い　

朗ろ
う

　

大
豊
町
中
村
大
王
１
６
５
５
番
地 

美み　

濃の
う　

明あ
き　

富と
み

　

大
豊
町
馬
瀬
418
番
地 

北き
た　

村む
ら　

久く

賀が

代よ

　

大
豊
町
筏
木
56
番
地 

小お

笠が
さ
わ
ら原　

征せ
い

太た

郎ろ
う

補
充
員

　

大
豊
町
川
口
２
０
５
０
番
地
16 

佐さ

さ々

木き　
　
　

讓ゆ
ず
る

　

大
豊
町
大
久
保
107
番
地 

北き
た　

窪く
ぼ　

美み

佐さ

子こ

　

大
豊
町
粟
生
122
番
地 

三み　

谷た
に　
　
　

淳す
な
お

　

大
豊
町
久
寿
軒
１
２
５
５
番
地 

大お
お　

石い
し　

雅ま
さ　

夫お
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前
野
由
和
議
員

　

制
度
化
さ
れ
た
ら
町
の
選

択
肢
に
入
る
の
か
。
比
較
調

査
報
告
書
に
よ
る
と
小
学
校

高
学
年
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

性
育
成
の
効
果
が
削
が
れ
る

な
ど
マ
イ
ナ
ス
面
の
指
摘
も

さ
れ
て
い
る
。
総
合
教
育
会

議
で
推
進
方
針
が
示
唆
さ
れ

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
充

分
な
検
討
を
し
た
上
で
の
対

応
を
要
請
す
る
。

松
高
俊
二
教
育
委
員
長

　

国
会
審
議
中
で
も
あ
り
、

議
論
の
推
移
を
注
視
し
な
が

ら
対
応
す
る
。

池添修一
教育長

　

土
佐
町
小
中
学
校
で
は
、

小
中
一
貫
制
の
教
育
を
行
っ

て
お
り
、
図
書
室
で
中
学
生

が
小
学
生
に
対
し
て
本
の
読

み
聞
か
せ
を
行
う
な
ど
教
育

効
果
の
優
位
性
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。

戦
後
、
極
端
に
侵
略
や
軍
国

主
義
を
想
起
す
る
言
葉
と
し

て
放
送
や
公
用
語
と
し
て
の

使
用
を
禁
止
さ
れ
た
。
か
つ

て
植
民
地
で
あ
っ
た
諸
国
の

方
の
来
訪
も
あ
る
応
接
室
の

装
飾
品
と
し
て
は
不
適
切
で

あ
る
。
撤
去
を
要
請
す
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

前
野
議
員
と
は
根
本
の
と

こ
ろ
で
捉
え
方
が
異
な
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

月
額
65
万
１
０
０
０
円
で
、

26
年
4
月
1
日
現
在
で
は
、

本
山
町
69
万
６
０
０
０
円
、

土
佐
町
67
万
５
０
０
０
円
、

大
川
村
60
万
円
で
あ
る
。
現

在
の
報
酬
額
で
11
年
間
が
過

ぎ
た
が
、
こ
の
額
に
至
る
に

は
議
会
、
あ
る
い
は
町
民
、

い
ろ
ん
な
皆
さ
ん
の
思
い
が

反
映
さ
れ
て
お
り
こ
の
額
が

決
ま
っ
て
い
る
と
理
解
を
し

て
い
る
。

都
築
正
光
議
員

　

町
長
の
給
料
が
基
準
で
、

各
関
係
機
関
の
長
の
給
与
が

決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
、
嶺

北
地
域
の
足
並
み
を
揃
え
る

と
い
う
意
味
で
も
、
検
討
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
先
日
の
副
町
長
の

選
任
に
関
す
る
件
は
、
も
う

少
し
詳
し
い
説
明
が
な
い
と

単
な
る
報
告
事
項
で
終
わ
っ

て
も
ら
っ
て
は
困
る
。
好
永

副
町
長
と
新
し
く
迎
え
る
副

町
長
の
役
割
の
違
い
は
何
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

町
長
と
い
う
職
の
重
さ
は

自
覚
を
し
て
い
る
。
報
酬
の

額
に
つ
い
て
は
、
都
築
議
員

の
ご
意
見
と
し
て
受
け
止
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

新
し
く
迎
え
る
副
町
長
に

つ
い
て
は
、
100
年
の
森
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
、
そ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
役
と

な
る
。

　

職
務
代
理
の
件
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
ど
お
り
好
永
副

町
長
で
あ
る
。

前
野
由
和
議
員

　

明
仁
天
皇
が
戦
争
の
歴
史

に
学
び
今
後
の
日
本
の
あ
り

か
た
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

極
め
て
大
切
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
て
い
る
。

　

歴
史
に
真
摯
に
向
き
合
う

こ
と
は
一
人
一
人
に
要
求
さ

れ
る
課
題
で
あ
り
、
そ
の
認

識
は
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

70
年
間
、
ひ
た
す
ら
平
和

を
願
っ
て
努
力
し
て
き
た
結

果
と
し
て
、
今
日
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

前
野
由
和
議
員

　

庁
舎
応
接
室
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
「
八
紘
一
宇
」
の
書

は
戦
争
推
進
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
使
用
さ
れ
た
言
葉
だ
。

都
築
正
光
議
員

　

町
長
は
町
道
・
県
道
・
国

道
あ
る
い
は
生
活
道
と
い
う

も
の
に
つ
い
て
、
全
て
が
生

活
道
と
い
う
範
囲
か
ど
う
か

ど
う
い
う
考
え
方
を
持
っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
現
在
の
生

活
道
開
設
補
助
金
に
か
か
る

制
度
を
あ
る
程
度
見
直
し
を

含
め
考
え
る
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

道
は
大
切
な
社
会
資
本
だ

と
理
解
し
て
い
る
。
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
需
要

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、

あ
る
一
定
の
基
準
を
定
め
ざ

る
を
得
な
い
と
う
事
情
は
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。
制
度

の
見
直
し
と
い
う
点
で
は
、

生
活
の
実
態
を
承
知
し
て
、

制
約
も
あ
る
中
で
の
対
応
と

な
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

渡
辺
則
夫
議
員

  

本
年
度
中
に
28
年
か
ら
向

こ
う
５
年
間
の
本
町
の
総
合

戦
略
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
の
基
本
的

な
目
標
は
ど
こ
に
置
く
の
か
。

役
場
内
で
計
画
づ
く
り
は
ど

の
よ
う
な
体
制
で
進
め
る
の

都
築
正
光
議
員

　

町
長
の
給
与
は
月
額
い
く

ら
で
、
嶺
北
地
域
で
は
ど
れ

く
ら
い
か
。
現
在
の
給
料
に

つ
い
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う

な
感
想
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

問	

歴
史
に
真
摯
に
向
き
合
い

	

敗
戦
後
70
年
を
迎
え
て
の
言
動
が
試

さ
れ
て
い
る

答	

70
年
の
平
和
の
歩
み
を
評
価
す
る

問	

時
代
に
沿
っ
た
生
活
道
開
設
補
助
金

の
交
付
を

答	

地
域
の
実
情
、
現
実
を
把
握
し
、
対

応
し
て
い
く

問	

本
町
の
地
方
創
生
に
お
け
る

	

総
合
戦
略
計
画
は
ど
う
策
定
す
る
の
か

答	

第
７
次
大
豊
町
総
合
計
画（
ゆ
と
り
す
と

カ
ン
ト
リ
ー
お
お
と
よ
）を
基
本
に
策
定
す
る

問	

特
別
職
の
職
員
の
給
与
は
妥
当
か

答	

妥
当
だ
と
考
え
て
い
る



議
会
だ
よ
り　

秀
峰

7

渡
辺
則
夫
議
員

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
少

し
で
も
多
く
の
お
金
を
農
家

の
人
が
も
ら
え
る
よ
う
に
と

考
え
、
私
も
15
年
間
集
落
協

定
の
お
世
話
を
し
て
き
た
が
、

町
長
も
思
い
は
同
じ
か
。

　

こ
の
制
度
は
５
年
区
切
り

で
行
な
わ
れ
て
来
て
、
今
後

５
年
間
が
、
４
期
対
策
と
し

て
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

制
度
は
簡
素
化
さ
れ
、
本
町

の
よ
う
な
急
傾
斜
な
所
に
は

金
額
的
に
も
優
遇
さ
れ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
町
か
ら
の
関

係
者
へ
の
説
明
は
厳
し
く
受

け
取
ら
れ
、
参
加
を
や
め
た

り
集
落
協
定
そ
の
も
の
を
や

め
た
り
し
て
、
本
来
も
ら
え

る
も
の
を
諦
め
た
り
し
て
い

る
。
町
長
も
、
こ
の
制
度
を

利
用
し
農
家
の
所
得
を
増
や

し
て
、
農
地
を
守
る
こ
と
を

考
え
て
い
た
な
ら
、
も
っ
と

職
員
と
意
識
を
共
有
し
、
最

大
限
の
努
力
を
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

町
と
し
て
懇
切
丁
寧
に
説

明
を
し
て
、
こ
の
制
度
を
活

用
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
農

地
を
守
る
こ
と
か
ら
地
域
を

守
る
取
り
組
み
だ
と
い
う
姿

勢
で
取
り
組
ん
で
来
た
。
農

業
の
状
況
が
非
常
に
厳
し
い

と
い
う
こ
と
も
受
け
止
め
て

対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

か
、
ま
た
従
来
の
よ
う
な
林

業
に
偏
重
し
た
も
の
で
は
な

く
、
農
業
や
観
光
、
福
祉
等
、

ま
さ
に
総
合
さ
れ
た
戦
略
を

住
民
参
加
の
も
と
で
作
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。
総
合
戦
略
づ
く
り
と

い
う
こ
の
時
を
捉
え
て
、
町

民
に
広
く
意
見
を
求
め
皆
で

力
を
合
わ
せ
町
づ
く
り
を
進

め
る
機
会
に
す
べ
き
で
あ
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

基
本
的
に
は
第
７
次
大
豊

町
総
合
計
画
（
ゆ
と
り
す
と

カ
ン
ト
リ
ー
お
お
と
よ
）
を

基
本
と
し
て
、
地
方
創
生
の

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
広
く

意
見
を
聞
く
会
議
を
今
後
設

置
す
る
。
ま
た
、
新
し
く
迎

え
る
副
町
長
を
中
心
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
形
で
準
備
、
資

料
の
収
集
、
分
析
を
進
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
地
域
の
資
源
を
活
か
す
と

い
う
こ
と
で
は
森
だ
け
で
は

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を

適
切
に
活
か
し
て
い
く
、
そ

の
基
本
に
100
年
の
森
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
置
く
。

重
森
一
宗
議
員

　

前
回
の
農
林
業
セ
ン
サ

ス
・
国
勢
調
査
か
ら
、
５
年

の
今
回
は
約
700
人
の
人
口
減

で
あ
り
、
交
付
税
も
約
2
億

円
の
削
減
が
予
測
さ
れ
て
い

る
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
は
、
今
後
も
可

能
で
あ
る
の
か
、
多
少
の
低

下
あ
る
い
は
見
直
す
こ
と
も

考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。
前
回
の
質
問
で

町
長
は
明
確
に
答
え
て
な
く
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
を
聞
く
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

住
民
生
活
の
福
祉
を
向
上

を
図
る
と
い
う
視
点
で
、
適

切
に
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い

く
。

重
森
一
宗
議
員

　

町
民
の
大
多
数
は
農
林
業

で
あ
り
、
農
業
に
は
耕
種
・

畜
産
と
あ
り
、
林
業
に
は
山

林
用
苗
木
の
育
成
・
植
栽
、

林
木
の
保
育
・
保
護
、
林
木

か
ら
の
素
材
生
産
、
そ
の
他

の
林
産
物
の
採
集
及
び
野
生

動
物
の
狩
猟
が
あ
る
。
農
業

で
の
米
・
果
実
等
は
3
ヶ
月

〜
1
年
で
収
入
に
な
る
が
、

林
業
で
は
素
材
生
産
ま
で
50

年
以
上
か
か
り
、
現
在
、
収

入
を
目
前
に
し
て
い
る
方
が

沢
山
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
収

入
ま
で
の
期
間
が
国
勢
調
査

で
の
事
業
・
仕
事
と
理
解
す

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
記

入
の
仕
方
等
の
説
明
を
す
る

必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

調
査
員
に
説
明
を
す
る
前

一般質問

一般質問一般質問

問	

農
業
の
直
接
支
払
制
度
は
加
入
し
や

す
い
説
明
が
さ
れ
た
の
か

答	

今
後
と
も
適
切
な
対
応
を
す
る

問	

今
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
す
る

の
で
は

答	

住
民
生
活
の
福
祉
の
向
上
を
目
指
す

問	

国
勢
調
査
の
記
入
の
説
明
を

答	

適
正
な
調
査
を
徹
底
す
る

第７次大豊町総合計画

棚田の風景
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に
、
国
勢
調
査
の
内
容
を
精

査
し
て
、
町
と
し
て
生
活
の

実
態
に
沿
っ
た
例
を
示
せ
る

か
、
検
討
す
る
な
ど
県
、
国

と
協
議
を
し
、
正
確
な
調
査

結
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
調

査
の
重
要
性
を
含
め
今
後
と

も
適
正
な
調
査
を
徹
底
す
る
。

重
森
一
宗
議
員

　

高
知
お
お
と
よ
製
材
・
数

カ
所
で
の
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
・
ハ
ウ
ス
燃
料
等
に
よ
っ

て
、
県
内
の
木
材
と
チ
ッ
プ

の
増
産
が
進
ん
で
い
る
。
今

後
、
本
町
に
お
い
て
も
山
林

の
伐
採
が
拡
大
す
る
と
予
測

さ
れ
る
が
、
森
林
組
合
・
民

間
事
業
者
が
山
林
購
入
時
に
、

や
む
な
く
木
材
だ
け
で
な
く

土
地
も
含
め
て
購
入
を
し
て

い
る
。
問
題
と
し
て
伐
採
後

の
山
地
が
町
内
で
処
分
で
き

ず
、
町
外
に
流
出
す
る
事
例

が
増
え
て
い
る
。
加
え
て
家

族
間
の
登
記
に
お
い
て
子
供

の
住
ん
で
い
る
町
外
に
流
出

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
近

い
将
来
、
本
町
の
大
半
の
所

有
者
は
町
外
者
と
な
り
、
町

政
に
お
い
て
問
題
も
発
生
す

る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す

る
。
町
長
は
こ
の
よ
う
な
事

態
を
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

大
企
業
が
土
地
ご
と
資
源

を
確
保
す
る
と
い
う
動
き
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

ふ
う
に
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、

家
族
間
の
所
有
権
移
転
に
お

い
て
も
、
そ
う
い
う
動
き
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
手
立
て

を
講
じ
て
、
今
後
の
取
り
組

み
の
中
で
ど
う
す
べ
き
か
検

討
す
る
。

一般質問

問	

山
林
所
有
者
の
町
外
流
出
が
進
む
の

で
は
な
い
か

答	

そ
う
い
う
懸
念
は
持
っ
て
い
る

意	

見	

書

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

（
賛
成
者
・
全
員
）

提
出
者　
　
　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長　
　
　
　

　

三
谷
幸
一
郎

　

地
方
自
治
体
は
、
子
育
て
支
援
、
医
療
、
介
護
な
ど
の

社
会
保
障
、
被
災
地
の
復
興
、
環
境
対
策
、
地
域
交
通
の

維
持
な
ど
、
果
た
す
役
割
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
人
口
減

少
対
策
を
含
む
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
な
ど
、
新
た
な

政
策
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
一
方
、
地
方
公
務
員
を
は

じ
め
、
人
材
が
減
少
す
る
な
か
で
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
の
対

応
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材

確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
見
合
う
地
方
財
政
の

確
立
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

　

本
来
、
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
財

源
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
財
政
の
役
割
で
あ
る
。
し
か

し
、
財
政
再
建
目
標
を
達
成
す
る
た
め
だ
け
に
、
不
可
欠

な
サ
ー
ビ
ス
が
削
減
さ
れ
れ
ば
、
本
末
転
倒
で
あ
り
、
国

民
生
活
と
地
域
経
済
に
疲
弊
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
２
０
１
６
年
度
の
政
府
予
算
、
地
方
財
政

の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
国
民
生
活
を
犠
牲
に
す
る
財
政

と
す
る
の
で
は
な
く
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
り
、

人
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
社
会
保
障
予
算
の
充
実
、
地
方

財
政
の
確
立
を
め
ざ
す
こ
と
を
、
国
会
に
対
し
要
請
す
る

た
め
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

国勢調査の啓発ポスター

京橋からの風景
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「
先
生
の
い
な
い
教
室
」・
教
職
員
不
足

を
解
消
す
る
た
め
に
、
臨
時
教
職
員
・

正
教
職
員
確
保
の
た
め
の
一
層
の
施
策

充
実
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
（
賛
成
者
・
全
員
）

提
出
者　

教
育
民
生
常
任
委
員
長　

　

藤
丸　

髙
德

　

高
知
県
で
は
今
、
教
職
員
不
足
が
深
刻

な
問
題
で
あ
る
。

　

病
気
休
暇
の
代
替
教
員
が
配
置
さ
れ
ず
、

教
頭
先
生
が
学
級
担
任
に
な
っ
て
授
業
を

行
っ
て
い
る
学
校
が
あ
る
。
学
力
向
上
対

策
等
で
支
援
員
を
配
置
す
る
予
定
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
配
置
す
る
人
が
い

な
い
と
い
う
理
由
で
未
着
任
の
ま
ま
、
例

え
ば
別
室
で
の
少
人
数
指
導
や
放
課
後
の

加
力
指
導
が
出
来
な
い
ま
ま
の
学
校
も
あ

る
。
養
護
教
諭
と
し
て
着
任
す
る
人
が
い

な
い
の
で
、
隣
接
校
の
者
に
兼
務
発
令
を

し
て
日
常
の
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
学
校

も
あ
る
。

　

こ
れ
は
す
べ
て
、
臨
時
教
職
員
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
事
態
で
あ

る
。
こ
う
し
た
事
例
が
す
で
に
30
校
以
上

の
学
校
で
起
こ
っ
て
い
る
。
該
当
す
る
市

町
村
教
委
で
は
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

の
が
現
実
で
あ
る
。

　

高
知
県
で
は
１
年
間
に
約
300
人
の
教
職

員
が
病
気
休
暇
・
産
休
等
で
現
場
か
ら
離

れ
る
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
。
年
度
の
最

初
で
あ
る
１
学
期
の
時
点
で
こ
れ
だ
け
の

臨
時
教
職
員
が
い
な
い
状
態
で
は
、
こ
れ

か
ら
先
の
代
替
教
員
確
保
が
大
変
危
惧
さ

れ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
教
育
を
保
障
す
る
た
め

に
も
、
県
の
施
策
で
あ
る
学
力
向
上
を
図

る
た
め
に
も
、「
先
生
の
い
な
い
教
室
」
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
今
こ
そ
教
職
員
の

確
保
に
対
す
る
緊
急
の
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
を
、
高
知
県
並
び
に
高
知
県
教
育

委
員
会
に
対
し
強
く
求
め
意
見
書
を
提
出

す
る
も
の
で
あ
る
。

「
集
団
的
自
衛
権
」
行
使
を
具
体
化
す
る

「
安
全
保
障
法
案
」
の
廃
案
を
求
め
る
意

見
書

　
　

（
賛
成
５
・
反
対　

藤
丸
髙
德
、
重
森
一
宗
、

　
　
　

都
築
正
光
、	
西
村
正
尚
）

提
出
者 

前
野　

由
和

賛
成
者 
三
谷
幸
一
郎

 
渡
辺　

則
夫

　

安
倍
政
権
は
昨
年
７
月
１
日
、
憲
法
が

禁
止
し
て
き
た
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

可
能
と
す
る
閣
議
決
定
を
し
た
。
閣
議
決

定
自
体
が
権
力
の
暴
走
を
縛
る
立
憲
主
義

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
も
の
と
し
て
憲
法

改
正
論
者
の
中
か
ら
も
批
判
の
声
が
沸
き

起
こ
っ
た
。

　

安
全
保
障
法
案
の
審
議
過
程
に
お
い
て

も
矛
盾
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

１
９
７
２
年
の
政
府
見
解
で
は
現
憲
法

下
で
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
は
で
き
な
い

と
断
言
し
て
い
る
。

　

次
に
法
的
根
拠
と
し
た
の
が
「
砂
川
判

決
」
で
あ
る
。
し
か
し
砂
川
判
決
は
憲
法

第
９
条
第
２
項
で
戦
力
の
不
保
持
を
謳
っ

て
い
る
の
に
米
軍
の
存
在
は
憲
法
違
反
で

は
な
い
か
と
争
わ
れ
た
裁
判
で
あ
る
。

　

一
審
の
東
京
地
方
裁
判
の
判
決
は
憲
法

違
反
だ
と
し
て
基
地
反
対
闘
争
の
被
告
を

無
罪
と
な
っ
た
。

　

米
軍
と
日
本
政
府
は
最
高
裁
判
所
へ
跳

躍
控
訴
し
た
。
ア
メ
リ
カ
大
使
が
裁
判
に

圧
力
を
か
け
て
逆
転
有
罪
と
な
っ
た
。
日

本
の
司
法
の
独
立
を
犯
し
た
裁
判
と
し
て

無
効
な
判
決
で
あ
る
。

　

そ
の
裁
判
で
も
集
団
的
自
衛
権
行
使
が

憲
法
上
許
さ
れ
る
と
の
判
断
は
さ
れ
て
い

な
い
。
国
を
守
る
固
有
の
権
利
が
国
家
に

は
存
在
す
る
と
個
別
的
自
衛
権
に
つ
い
て

は
論
じ
て
い
る
。

　

当
時
、
国
の
交
戦
権
を
放
棄
し
戦
力
の

不
保
持
を
明
記
し
た
憲
法
の
下
で
自
国
の

防
衛
で
は
な
く
他
国
の
防
衛
に
加
担
協
力

す
る
集
団
的
自
衛
権
な
ど
議
論
に
な
る
状

況
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
米
政
府
か
ら
の
介
入
圧
力
が
あ
っ
て

裁
判
の
有
効
性
が
問
わ
れ
て
い
る
事
例
を

持
ち
だ
し
て
、
当
時
と
し
て
は
お
よ
そ
議

論
に
な
る
は
ず
の
な
か
っ
た
集
団
的
自
衛

権
を
含
ん
だ
判
決
だ
と
こ
じ
つ
け
る
手
法

に
は
大
き
な
疑
問
と
批
判
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。

　

集
団
的
自
衛
権
は
防
衛
と
い
う
名
を
借

り
て
、
他
国
、
特
に
弱
小
国
に
対
す
る
集

団
制
裁
と
し
て
の
実
態
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
イ
ラ
ク
戦
争
は
大
量
破
壊
兵
器
が
開

発
さ
れ
て
い
る
と
の
脅
威
を
理
由
と
し
た
。

結
果
は
何
一
つ
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
明

ら
か
な
侵
略
戦
争
で
あ
っ
た
。
軍
事
力
で

破
壊
す
る
行
為
が
宗
派
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
泥
沼
化
し
混
乱
を
極
め
て
い
る
状
況
を

見
る
と
軍
事
的
介
入
が
紛
争
解
決
の
唯
一

の
方
法
で
は
な
く
む
し
ろ
有
害
で
あ
る
こ

と
が
実
証
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

　

自
衛
隊
員
を
危
険
に
さ
ら
し
戦
争
の
犠

牲
に
す
る
こ
と
は
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な

い
。
政
権
は
将
来
徴
兵
制
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
子
や
孫
た
ち
を
戦
場

に
送
る
こ
と
を
拒
否
す
る
。

　

参
議
院
の
参
考
人
質
疑
に
お
い
て
与
党

推
薦
の
参
考
人
も
含
め
て
全
員
が
安
全
保

障
法
案
は
憲
法
違
反
だ
と
断
言
し
た
。
憲

法
学
者
も
弁
護
士
会
も
宗
教
界
も
反
対
の

声
を
上
げ
て
い
る
。
ど
の
世
論
調
査
を
見

て
も
反
対
の
声
が
圧
倒
的
に
多
数
で
あ
る
。

ま
た
、
政
府
の
法
案
に
つ
い
て
の
説
明
は

不
十
分
と
言
う
声
が
８
割
を
超
え
て
い
る
。

日
本
国
憲
法
は
紛
争
を
戦
争
に
し
な
い
で

解
決
を
す
る
道
筋
で
あ
る
。
敗
戦
後
70
年
、

何
百
何
千
万
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ
た

歴
史
に
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
が
今
ほ
ど

要
求
さ
れ
て
い
る
時
は
な
い
。
戦
後
を
70

年
で
終
わ
り
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

説
明
不
十
分
、
憲
法
無
視
と
の
疑
問
に

答
え
て
い
な
い
法
案
は
廃
止
に
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
。
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委 員 会 の 動 き
○教育民生常任委員会
　保育料の無料化及び学校給食費の無料化について
	 教育民生常任委員長　藤丸　髙德

（１）保育料の無料化　　

　　平成 27 年４月１日現在の保育所の幼児は 58 人であり、保育所ごとの人数は、大杉保育所 34 人、
大田口保育所 12 人、豊永保育所 12 人である。年齢別は、１歳から３歳まで各 10 人、４歳 14 人、
５歳 14 人である。また、０歳から６歳を平均すると 13 人であり、今後も出生者数は、13 人前後と
推測する。

　　平成 26 年度の町立保育所決算見込額は、歳入 975 万 9 千 770 円であり、歳出は 9766 万 6 千
489 円となっている。歳出中、大豊町子育て応援制度として、町内に在住し、町内の保育所に在所す
る年長児（５歳）を有する世帯 11 人に対し、保育料の 90％の額を大豊町商工会商品券にて、総額
216 万 2 千円の助成を行っており、評価するものである。

　　今後の出生者数は前述したとおりであり、本町で子育てする若者が、安心して子育てできる環境を充
実するため、加えて定住促進の一環とする施策として保育料を無料化とするべきである。

（２）学校給食費の無料化

　　平成 26 年度決算見込みの需用費（賄材料費等）は、1,358 万 4 千 667 円で年間食数 3 万 7 千
128 食、原価は 366 円となっている。給食費は、児童一人当たり 280 円のところ町が 50 円を助成
し 230 円、中学生 300 円のところ 250 円とし、児童の月額給食費は 4 千円、生徒は 4 千 200 円
であり、町が年額 120 万円を助成している。

　　現時点での無料化は、各家庭の食費負担等を考慮しても適切な給食単価であり現状維持が妥当と考え
る。

大豊町議会第２委員会室
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委 員 会 の 動 き
○総務産業建設常任委員会
　昨年の８月豪雨による被災箇所復旧調査について
	 総務産業建設常任委員長　三谷幸一郎

昨年の８月豪雨により、町内各所で過去に例をみないほどの多くの被害が発生した。当委員会では昨年11月
４日に被災箇所の調査を行い、ひき続き５月22日に被災箇所復旧の進捗状況調査を行った。

　町道東土居岩原線八川地区内の２カ所、林道八川赤根線八川地区内、町道庵谷線船戸地区内、町道金五
郎線一ノ瀬地区内、町道久寿軒北川二区線久寿軒地区内、林道大杉大田口線西川地区内の７カ所の復旧状
況調査を行った。林道大杉大田口線は湧水が多く時期的なこともあり、工事に着手していなかったが、そ
れ以外の被災箇所は既に工事が完了していた。町内にはいまだ 65 件の復旧工事が必要な箇所があり、そ

の内 42 件については既に復旧工事発注済み
であるが、残り 23 件については早期に順次
発注する見通しだ。なお、地すべり関連道路
災害５件については、現在地すべり状況等の
調査中であり、復旧工事発注はまだ先になり
そうである。今年も台風シーズンが到来する
が災害が発生しないことを祈り、一日も早く
全被災箇所が復旧し地域住民が安心して暮ら
せるよう望む。

　
　

編　

集　

後　

記　

　

平
成
27
年
６
月
議
会
は
、
６

月
11
日
か
ら
19
日
ま
で
の
９
日

間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
の
新
し
い
体
制
で
は
好
永

副
町
長
、
新
し
い
副
町
長
に
田

坂
仁
志
副
町
長
を
迎
え
副
町
長

２
名
体
制
で
、
田
坂
氏
は
地
方

創
生
担
当
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
本
町
に
お
け
る
総
合
戦
略
プ

ラ
ン
に
は
大
き
な
期
待
が
も
て

る
と
思
い
ま
す
。
町
の
財
政
は

社
会
福
祉
費
が
年
々
増
え
、
そ

の
他
の
経
費
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
国
勢

調
査
等
に
よ
り
交
付
税
の
減
額

や
加
え
て
過
疎
化
が
進
み
、
本

町
の
税
収
の
伸
び
も
見
込
め
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
方
向
付
け
を
定
め
、
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
に
向
か
っ
て
進

み
た
い
も
の
で
す
。
読
み
た
く
な
る
広
報
誌
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
の
で
、

議
会
だ
よ
り
「
秀
峰
」
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
編
集
特
別
委
員
会　

副
委
員
長　

佐
々
木
文
三

【
ご
意
見
や
ご
感
想
は
】

　

大
豊
町
議
会
事
務
局　
　
　

電
話　

７
２

－

０
４
５
０ 

ま
で

町道東土居岩原線災害箇所調査（八川地内）
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大
豊
町
合
併

　　  

周
年

　
昭
和
30
年
３
月
31
日
に
誕
生
し
た
大
豊
村
。

　
そ
の
後
、
合
併
以
来
17
年
間
の
「
村
」
の
名
称
に
終
止
符
を
う
ち
、
昭
和
47
年
４
月
１
日
に
町
制

施
行
し
、
人
口
１
２
，６
９
７
人
で
現
在
の
「
大
豊
町
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
先
月
号
で
は
、
昭
和
40
年
代
前
半
の
で
き
ご
と
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
昭
和
40
年
代
後

半
の
で
き
ご
と
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

昭和47年4月20日
学校給食センターが操業開始

大豊中学校体育祭（黒石）

交通安全指導（高須）

大豊中学校汽車通学（大田口駅）

青年団活動（穴内三区）

昭和47年　立川小学校建築中（成川）

　当時、県下で16番目、給食
人数では嶺西に次いで2番目
の規模として、4月3日に落成
式が行われました。
　毎日ここで約1,700人分も
の給食が作られ、町内中学校
5校、小学校12校へ配達され
ました。
　ちなみに、６月８日の献立
は、パン、牛乳、カレーシ
チュー、アップルシャーベッ
トでした。

　昭和47年８月着工、翌48年１月に完成した鉄筋
コンクリート２階建の立川小学校。
　３月３日にはもち投げなどが行われ、盛大に落成
を祝いました。 60

〈９月号は、昭和50年代のできごとについて掲載の予定です。〉

～
想
い
出
を

　
　
　
た
ず
ね
て
～

第
３
回

昭和40年代

回顧

昭和４７年（1972年）の
音楽、できごと

＊瀬戸の花嫁
　　  （小柳ルミ子）

＊男の子女の子
　　  （郷ひろみ）　

＊あの鐘を鳴らす
　　  　のはあなた
　  　（和田アキ子）

＊札幌冬季
　オリンピック開催

＊ミュンヘン
　オリンピック開催

＊沖縄県発足
　　　　　など
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雨
の
多
く
な
る
６
月
か
ら
10
月
は
、出
水
期
と
呼
ば
れ
、河

川
の
は
ん
濫
や
土
砂
災
害
、高
潮
な
ど
の
風
水
害
に
よ
り
、例

年
多
く
の
方
が
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、大
豊
町
で
は
、台
風
や
大
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
や
洪
水
、暴
風
等
に
注
意
し
、必
要
な
時
は
、町
の
避
難

所
な
ど
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

風
水
害
か
ら
の
避
難
は
、そ
の
方
法
や
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
、日
ご
ろ
か
ら
良
く
考
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。な
ぜ

な
ら
、風
水
害
の
被
害
に
遭
う
人
に
は
、避
難
し
な
い
人
だ
け

で
な
く
、避
難
し
て
い
る
最
中
の
人
も
い
る
か
ら
で
す
。

　

平
成
21
年
の
台
風
９
号
で
は
、兵
庫
県
佐
用
町
に
記
録
的

な
大
雨
が
降
り
、洪
水
や
が
け
崩
れ
等
が
発
生
し
、佐
用
町
全

体
で
20
名
の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
う
ち
、11
名
は

徒
歩
で
避
難
中
に
被
災
し
、８
名
は
車
で
避
難
場
所
等
へ
の
移

動
中
に
被
災
し
て
い
ま
す
。避
難
せ
ず
に
亡
く
な
っ
た
方
は
１

名
だ
け
で
し
た
。

 

　

風
水
害
か
ら
安
全
に
避
難
す
る
た
め
に
は
、ご
自
身
が
住
ん

で
い
る
地
域
に
ど
の
よ
う
な
災
害
リ
ス
ク
が
あ
る
の
か
を
知

る
こ
と
や
、日
ご
ろ
か
ら
避
難
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。避
難
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
お
け

ば
良
い
か
、確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
の
考
え
方
を
知
り
ま
し
ょ
う

　

避
難
と
い
っ
て
も
、避
難
所
に
移
動
す
る

だ
け
が
避
難
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
宅
の

２
階
が
安
全
で
あ
れ
ば
、そ
の
場
所
に
待

機
す
る
こ
と
も
避
難
と
言
え
ま
す
。内
閣
府
が
発
行
し
た「
避

難
勧
告
等
の
判
断・伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」で

は
、避
難
行
動
を
次
の
４
つ
に
整
理
し
て
い
ま
す
。

①
指
定
避
難
場
所
へ
の
移
動

②
安
全
な
場
所
へ
の
移
動（
公
園
、親
戚
や
友
人
の
家
等
）

③
近
隣
の
高
い
建
物
等
へ
の
移
動

④
建
物
内
の
安
全
な
場
所
で
の
待
機

　

自
宅
等
の
リ
ス
ク
を
知
っ
た
上
で
、ど
こ
へ
避
難
す
る
か
考

え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

持
ち
出
し
品
の
準
備

　

避
難
行
動
を
迅
速
に
行
う
た
め
に
は
身
軽
で
安
全
な
こ

と
が
必
須
で
す
。自
力
で
運
べ
る
量
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入

れ
、両
手
を
空
け
、は
き
慣
れ
た
靴
を
履
い
て
避
難
し
ま
し
ょ

う
。長
靴
で
歩
く
と
、靴
の
中
に
水
が
入
っ
て
動
き
づ
ら
く
な

り
、か
え
っ
て
危
険
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
る
の
は
日
ご
ろ
服
用
し
て
い
る
薬

と
お
薬
手
帳
、入
れ
歯
と
メ
ガ
ネ
、現
金
入
り
の
財
布
、保
険

証
と
運
転
免
許
証
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、携
帯
電
話
と
充
電

器
、懐
中
電
灯
な
ど
、無
い
と
困
る
も
の
を
優
先
し
ま
す
。ま

た
、飲
み
水
や
食
料
も
忘
れ
ず
に
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
ま
し
ょ
う

　

風
水
害
は
、地
震
や
津
波
よ
り
も
、発
生
が
予
測
さ
れ
て
か

ら
実
際
に
災
害
が
起
こ
る
ま
で
の
時
間
が
長
く
、早
め
の
避
難

を
心
が
け
れ
ば
安
全
に
避
難
で
き
ま
す
。異
変
や
危
険

を
感
じ
た
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、｢

大
雨
警
報｣

や｢

暴
風
警
報｣｢

土
砂
災
害
警

戒
情
報｣

が
発
表
さ
れ
て
い
る
時
は
、災
害
の
発
生
が

迫
っ
て
い
る
時
で
す
。迅
速
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

役
場
や
周
囲
の
人
か
ら
避
難
の
呼
び
か
け
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
を
確
実
に
入

手
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

地
域
で
協
力
し
ま
し
ょ
う

　

災
害
か
ら
安
全
に
避
難
し
た
人

に
そ
の
き
っ
か
け
を
尋
ね
る
と
、｢

周

り
の
人
が
避
難
し
て
い
た
の
を
見
た

か
ら｣

が
多
く
挙
げ
ら
れ
ま
す
。率

先
し
て
避
難
す
る
こ
と
が
、周
り
の

人
を
助
け
ま
す
。

　

避
難
す
る
時
は
、避
難
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、助
け

合
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　

災
害
時
に
は
、逃
げ
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。そ
の
時
は
、命
を
守
る
た
め
に
で
き
る
最
善

の
こ
と
を
す
る
よ
う
に
考
え
ま
し
ょ
う
。道
路
が
浸
水

し
て
い
る
時
は
、溝
や
用
水
路
、マ
ン
ホ
ー
ル
等
に
気

付
か
ず
非
常
に
危
険
で
す
。自
宅
の
高
い
と
こ
ろ
や
山

と
反
対
側
の
部
屋
な
ど
、で
き
る
だ
け
安
全
な
場
所
に

と
ど
ま
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

　

避
難
は
考
え
て
お
く
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。避
難

先
ま
で
何
分
か
か
る
か
、準
備
し
た
荷
物
を
持
っ
て
歩

け
る
の
か
、途
中
に
ど
ん
な
危
険
物
が
あ
る
の
か
を
確

認
し
て
み
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。避
難
訓
練
を
行
い
、

課
題
を
知
り
、避
難
の
方
法
に
更
な
る
磨
き
を
か
け
ま

し
ょ
う
。

大
豊
町
民

塾

第
８
回　

～
風
水
害
と
避
難
を
学
ぶ
～

防
災

「大豊町民防災塾」に関する問い合わせ先　　　　総務課庶務班　　☎	⑨72－０４５０

図1：台風9号災害での佐用町の被災状況
（出典：平成21年　台風9号災害　佐用町久崎地区住民の防災対応行動
の調査研究報告書/ CeMI環境・防災研究機構）
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生涯現役でいつまでも住み慣れた地域で暮らせる町を目指します！
～認知症を支える町づくり～

■ 認知症とは．．．脳の病気です
　脳の病気などによって、記憶力や判断力が低下することで、日常生活に支障が出ている状態を
認知症といいます。認知症を引き起こす病気は多くあり、その症状もさまざまです。

■ 認知症を引き起こす代表的な病気

※その他、頭部のケガや病気などさまざまな原因で発症します。
　たとえば・・・甲状腺機能低下症、慢性硬膜下血腫、正常圧水頭症（脳の中に髄液が
たまる）。また、アルコール依存症の患者では長年にわたる大量飲酒と栄養障害によっ
て脳の委縮認知機能が低下していることが多い。

　最も多い病気で、すべての認知症の半数以
上を占めます。物忘れから始まることが多く、
新しく経験したことを記憶できず、すぐに忘れ
てしまいます。食事をしたこと自体忘れてしま
う、昼か夜か、日時、今いる場所、家族の顔な
どが分からなくなることがあります。脳の機能
の低下から物盗られ、とりつくろい、ごまかし
などもあります。
　病気の症状を改善したり、進行を遅らせたり
する効果が期待できる治療薬があります。

　実際にはいない人が見える幻視や、眠ってい
る間に怒鳴ったり奇声をあげたりする異常言
動などの症状があります。また、手足が震え
る、小刻みに歩く、転倒が多くなるなど（パー
キンソン症状）がみられることもあります。頭
がボーっとしたり、はっきりしたり、日によっ
て変動することもあります。
　病気の症状を軽くできる薬があります。

　脳の血管が詰まったり（脳梗塞）、破裂した
り（脳出血）して起こります。物忘れが目立っ
ていても、判断力や理解力などは低下していな
かったり、同じことをしてもできる時とできな
い時が繰り返し起きることがあります。脳梗塞
や脳出血を繰り返すことで症状が進行します。
高血圧や糖尿病などの生活習慣病や心臓病な
どをきちんと治療し、規則正しい生活をするこ
とで発症や進行の予防が可能です。

　脳の前頭葉から側頭葉にかけての部位が萎
縮します。物忘れを主症状とするアルツハイ
マー型認知症に比べて、怒りっぽくなるなどの
変化や万引きをするなどの反社会的な行動が
見られ性格や人格が変わります。言葉の障害が
初期から目立ってきます。
　精神安定剤などを服用することにより落ち
着きを取り戻し、突然激怒したり粗暴になるこ
とを防ぐことができます。

アルツハイマー型認知症

レビー小体型認知症

血管性認知症

前頭側頭葉変性症（ピック病）

認 知 症 と は第2回



15

お
お
と
よ　

ゆ
と
り
す
と

認知症と老化による「物忘れ」の違い

認　知　症 老化による「物忘れ」

…	住民課地域包括支援センター班問い合わせ先

髙橋雄彦Dr.のひとくちコラム

　認知症は、本人より周りの人（家族・近所の人）が気づく病気です。意外と知られていませんが、
以下の事柄にも注意してみましょう。
　大切なのは、早期発見、早期治療！

・体験そのものを忘れる
・日常生活への支障がある
　 例：朝ごはんを
　　　 食べたことを忘れている

・体験の一部を忘れる
・日常生活への支障はない
 　例：朝ごはんの食事の中身を忘れている
 　※ 朝ごはんを食べたことは覚えている

□ 料理の味付け（好み）が変わった。
□ いつも同じ物ばかり作る、食べる。
□ 冷蔵庫の中がいっぱい。
□ 夏に厚着をする。冬に薄着をする。
□ 支払いの時に１万円札（大きいお金）を出す。
　　（例４８９円に５００円や千円をださない）

挑戦！次の図と同じ図を描いてみましょう。正しく描けましたか？

　次回は、「認知症は予防できる？」です。お楽しみに。　

税務職員を装った「振り込め詐欺」にご注意ください！
　国税局や税務職員を名乗る者から電話があり、アンケートや年金受給調査と称して、年齢や家族構成、
年金の受給状況、預貯金残高や口座情報などについて聞き出そうとする事例が発生しています。

　国税局や税務署では
　● 還付金受取のために金融機関等の ATM の操作を求めることはありません。
　● 国税の納税のために金融機関の口座を指定して振込みを求めることはありません。
　ご不審な点があるときは、即答を避け、税務署又は警察にお問い合わせください。
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農
業
経
営
基
盤
強
化
法
に
よ
る

利
用
権
設
定
に
つ
い
て

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
法
に
よ
る
「
利
用
権
設
定
」
で
あ

れ
ば
、
貸
し
た
農
地
は
設
定
し
た
期
間
が
終
了
す
れ
ば
、

離
作
料
な
ど
を
支
払
う
こ
と
な
く
貸
人
で
あ
る
農
地
所
有

者
に
返
っ
て
く
る
た
め
、
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
が

行
え
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
農
家
の
方
か
ら
提
出
さ
れ
た
利
用
権

設
定
の
申
請
書
を
も
と
に
農
用
地
利
用
集
積
計
画
を
作
成

し
、
農
業
委
員
会
総
会
の
決
定
を
経
て
告
示
し
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
権
設
定
を
受
け
る
方（
農
地
を
借
り
る
方
）

は
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
．
農
用
地
の
全
て
に
つ
い
て
耕
作
又
は
養
畜
の
事
業
を

行
う
こ
と
。

２
．
耕
作
又
は
養
畜
の
事
業
に
必
要
な
農
作
業
に
常
時
従

事
す
る
こ
と
。

３
．
利
用
集
積
計
画
に
規
定
す
る
農
用
地
を
効
率
的
に
利

用
し
て
、
耕
作
又
は
養
畜
の
事
業
を
行
う
こ
と
。

農
地
の
違
反
転
用
の
防
止
に
つ
い
て

　

農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す
る
時
は
、
農
地
法
の
許
可

が
必
要
で
す
。
農
地
に
家
や
倉
庫
・
墓
地
な
ど
を
建
て
た

り
、
駐
車
場
や
資
材
置
場
と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
、
工

事
を
始
め
る
前
に
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

許
可
無
く
転
用
し
た
場
合
や
、
転
用
許
可
に
係
る
事
業

計
画
ど
お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、
農
地
法
に
違

反
す
る
こ
と
と
な
り
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
の
命
令

が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合

は
、
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先 

… 

農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

(

産
業
建
設
課
産
業
班
内
）

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

● 

役　
　
　
　

場 

☎ 

72

－

０
４
５
０

● 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

☎ 

73

－

０
８
１
１

● 

農
業
セ
ン
タ
ー 

☎ 

73

－

０
９
７
８

電　話

特
定
健
診
受
診
率
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

元
気
だ
か
ら
受
け
な
い
の
で
な
く
、
受
け
る
こ
と
が
健

康
へ
の
第
一
歩
で
す
。

　

総
合
健
診
は
、
８
月
23
日（
日
）に
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
が
ん
検
診
・
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

総
合
健
診
の
申
し
込
み
は
健
康
づ
く
り
班
ま
で

40
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者
の
方

　

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
方
と

　
　
　
　
　
　
　

医
療
機
関
へ
通
院
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

７
月
初
め
に
特
定
健
診
受
診
券（
青
い
受
診
券
）を
送
付

し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
は
大
豊
町
が
委
託
契
約
を
し
て

い
る
医
療
機
関（
病
院
）で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
度
の
受
け
ら
れ
る
期
間
は
10
月
末
ま
で
で
す
。

★
毎
年
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
受
け
よ
う

と
考
え
て
い
る
方
は
、
期
間
内
に
窓
口
で
青
い
受
診
券

を
出
す
こ
と
で
、
特
定
健
診
分
の
料
金
が
差
し
引
か
れ

負
担
金
が
安
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク

助
成
申
請
を
す
る
と
更
に
１
万
円
の
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

★
医
療
機
関
へ
通
院
さ
れ
て
い
る
方
、
自
分
は
特
定
健
診

の
対
象
者
で
な
い
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

ご
自
分
が
か
か
ら
れ
て
い
る
病
院
が
健
診
を
受
診
で
き

る
医
療
機
関
の
一
覧
表
に
載
っ
て
い
る
病
院
で
あ
れ
ば
、

青
い
受
診
券
が
使
え
る
よ
い
機
会
で
す
。
病
院
の
窓
口
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

国
保
加
入
者
は
必
ず
１
年
に
１
回
、
特
定
健
診
受
診
券

を
医
療
機
関（
病
院
）へ
提
出
し
て
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

＊
病
院
で
の
特
定
健
診
の
受
け
方

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課　

保
険
窓
口
班・健
康
づ
く
り
班

　

大
豊
町
は
、
国
と
県
か
ら
国
保
調
整
交
付
金
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
交
付
金
配
分
方
法
の
中
に
、

特
定
健
診
受
診
者
数
（
受
診
率
の
向
上
）
で
評
価
、
医

療
費
適
正
化
（
医
療
費
の
伸
び
を
抑
制
す
る
）
へ
の
取

り
組
み
評
価
に
よ
り
、
重
点
配
分
が
さ
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
受
診
率
の
向
上
と
疾
病
予
防
は
ま
さ

に
自
分
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
で
あ
る
し
、
町
に
と
っ

て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

※治療中の方でも、普段から定期的に検査を実施している方につ
いてはかかりつけ医で受診券を利用できる場合がありますので、
医療機関にご相談ください。

※既に受診券を使って受診された方は、対象になりません。
※受診当日に国保加入者である方が対象です。
※74歳の方は、誕生日の前日が有効期限となります。
※受診券をなくされた方は、保険窓口班までご連絡ください。

希望の健診機関に
事前に直接予約を
してください。

受診券・問診票・
保険証を持って受
診してください。

健診から１カ月後
健診機関から結果
が届きます。

健診
結果
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お
お
と
よ　

ゆ
と
り
す
と

介
護
保
険
一
定
所
得
以
上
の
方
は
、

自
己
負
担
額
が
２
割
に

　

８
月
か
ら
65
歳
以
上
で
一
定
所
得
以
上
の
方
は
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
の
自
己
負
担
が
２
割
に
な

り
ま
す
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
に
利
用
者
の
負
担
割
合
を
示

す
負
担
割
合
証
が
毎
年
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

一
定
所
得
と
は
、
合
計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以
上

で
、
同
一
世
帯
全
て
の
第
１
号
被
保
険
者
の
年
金
収
入
と

そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が
３
４
６
万
円
（
単
身

２
８
０
万
円
）
以
上
の
場
合
で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に
は
、
介
護
保
険
証

と
と
も
に
負
担
割
合
証
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
介
護
保
険
班

24
時
間
テ
レ
ビ
38

　

今
年
で
38
回
目
を
迎
え
ま
す
24
時
間
テ
レ
ビ
（
8
月
22

日
～
23
日
放
送
予
定
）
の
募
金
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

　

当
日
、
会
場
で
は
募
金
の
受
け
付
け
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

グ
ッ
ズ
の
取
り
扱
い
を
し
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
を
お
求
め
の
方
は
、
数

量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
24
時
間
テ
レ
ビ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
豊
会
場

【
開
設
日
時
】
8
月
22
日(

土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
４
時
30
分

【
場　
　

所
】
末
広
お
お
と
よ
店
（
川
口
南
）

問
い
合
わ
せ
先 

… 

大
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会　

久
保

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
⑨
７
３

－

１
２
０
０

集落名 集落担当者名
戸 手 野 佐藤　　顕
本 村 前田　典彦

峰 小笠原佳世・岡崎美佐
馬 瀬 山中　元太
久 寿 軒 大石　雅夫
北川二区 川添　早記
北川一区 三谷　由香
枯 谷 村岡　　節

杉 宮岡秀学・杉本智昭
小 川 宮岡佐知子
津 家 久保竜太・宮内宏卓
高 須 鎌倉　　仁
日 浦 松岡　利安
大 王 上 原　　精一
大 王 下 美濃　明男
葛 原 久保竜太・宮内宏卓
川 口 南 小笠原隆・澤　一樹
檜 生 杉本　晃代
立川三谷 前田　恵美
立川中央 河野　智子
刈 屋 高橋　公仁
中 和 永野　尊教
仁尾ヶ内 横山　美鈴
川 口 猪野　可奈
一 の 瀬 田中　知紗

谷 宮内　伸彦
敷 岩 秋山英太郎
穴内一１ 松岡　順子
穴内一２ 秋山　武永

　
　
　
　 　

  

大
豊
町
役
場
集
落
担
当
者
名
簿

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
　
　
　
　
　

集落名 集落担当者名
穴内二区 秋山久美子
穴内三区 山﨑　栄子
磯 谷 松岡浩司・中西広香
尾 生 山崎由利子・長谷川静香
和 田 西村　梨江
目 付 小笠原梨方
上 東 中澤　　亘
中 屋 都築　広行
黒 石 小笠原万記・西内　望
東 庵 谷 長谷川拓史・山原尚史
西 庵 谷 関口　穂績
船 戸 兵頭　翔太
大 田 口 鎌倉　真紀
石 堂 茂松　静子
西梶ケ内 吉田　雄造
奧 大 田 小林　雅文
西 寺 内 小笠原春美
東 寺 内 松浦　美恵
西 土 居 川村　文男
佐 賀 山 山本　　奏
安 野 々 田岡　隼一
東梶ケ内 浦川　尚樹
西 久 保 吉田美紀菜
川 戸 森本　啓介
連 火 上村　和恵
下 桃 原 西村　佳子
上 桃 原 永吉　是幸
東 土 居 藤原　裕太
八 川 森本　千織

集落名 集落担当者名
永 渕 北村邦彦・畠中寛之
柳 野 都築　朋枝
大 砂 子 下村　高史
大 久 保 都築　朋枝
筏 木 岡崎　智樹
西峯三谷 下村　　澄
岩 原 下村賢彦・山﨑　明
大 平 都築　　清
大 滝 三谷裕一・川崎　誠
落 合 笹岡　万亀
川 井 今井　達也
高 原 桑名　　功
中 内 笹岡　祐介
三津子野 森　　一芳
怒 田 小松　　倫
南 大 王 三谷　耕一
八 畝 信高　　愛
立 野 都築　優二
西 川 坂本　　論
粟 生 三谷　　淳
野 々 屋 平石　典子
土 居 平石　　稔
久 生 野 笹岡　建作
大 畑 井 笹岡　久美

沖 小松　隆章
蔭 笹岡　幸子

柚 木 上地信男・高樽かよ

平
成
27
年
度

　昨年度まで、公民館単位での「職員の地域担当制」を行ってきましたが、今年度からは、
さらに地域と職員が密に連携できるように「職員の集落担当制」を実施します。
　お気軽にご自分の集落の担当職員にお声がけください。
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お
お
と
よ　

ゆ
と
り
す
と

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
「
臨
時
福
祉
給
付

金
」
を
次
の
と
お
り
支
給
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

●
支
給
対
象
者

　

次
の
①
②
全
て
の
条
件
を
満
た
す
方

①
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
、
大
豊
町
に
住
民
登

録
が
あ
る
方

②
平
成
27
年
度
分
の
町
県
民
税（
住
民
税
）が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
方

※
町
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等

（
控
除
対
象
配
偶
者
・
配
偶
者
特
別
控
除
に
お
け

る
配
偶
者
・
扶
養
親
族
・
事
業
専
従
者
）
と
な
っ

て
い
る
方
や
、
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
除
き
ま
す
。

●
支
給
額

　

１
人
に
つ
き　

６
千
円

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

①
平
成
27
年
１
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
は
給
付
金
の

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
１
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
は
給
付
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

支
給
決
定
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

に
つ
い
て
も
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

②
申
請
書
を
い
た
だ
い
て
か
ら
所
得
等
の
審
査
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
申
請
を
い
た
だ
い
た

方
全
員
に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。

③
今
年
度
は
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
対

象
者
で
も
、
非
課
税
の
方
は
臨
時
福
祉
給
付
金
の

対
象
に
も
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
に
つ
い
て

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、
７
月

下
旬
に
郵
送
に
て
申
請
書
（
緑
色
の
封
筒
）
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
申

請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
書
が
届
か
な

い
方
で
、
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
福
祉
班
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】
８
月
３
日（
月
）～ 

12
月
28
日（
月
）

【
受
付
方
法
】
受
付
窓
口
へ
提
出
（
郵
送
可
）

　
　
　
　
　
　

土
日
祝
日
は
除
く
。

【
提
出
書
類
】

①
申
請
書
（
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

②
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
の
写
し
（
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
等
の
写
し
）

※
支
給
対
象
者
全
員
分
が
必
要
で
す
。

③
受
取
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
（
金
融
機

関
名
・
口
座
番
号
・
口
座
名
義
人（
カ
ナ
）が
分
か

る
通
帳
等
の
写
し
）

【
受
付
窓
口
】

　

住
民
課
福
祉
班

　
（
〒
７
８
９

－

０
３
９
２
）
大
豊
町
高
須
２
３
１
番
地

【
出
張
受
付
窓
口
】

　

各
地
区
で
申
請
受
付
を
実
施
し
ま
す
。

【
受
取
方
法
】

　

申
請
書
に
記
載
し
た
受
取
口
座
に
入
金
さ
れ
ま
す
。

口
座
を
持
っ
て
い
な
い
な
ど
、
振
り
込
み
に
よ
る
受

給
が
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

臨
時
特
例
給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
等
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」を
装
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」

や「
個
人
情
報
の
搾
取
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期　日 場　　　所 受付時間 対　象　地　区
9月7日
（月）

久寿軒公民館（旧久寿軒老人憩の家） 9：30～11：30 北川一区・北川二区・久寿軒
天坪公民館（旧天坪地区複合集会所） 13：30～15：00 戸手野・本村・峰・馬瀬・枯谷

9月8日
（火）

中和・刈屋多目的集会所 9：30～11：30 中和・仁尾ヶ内・刈屋
立川公民館（旧立川生活改善センター） 13：30～15：00 中央・立川三谷

9月9日（水） 穴内公民館（旧穴内会館） 9：30～12：00 式岩・和田・尾生・磯谷・穴内全域

9月10日
（木）

岩原消防屯所 9：30～11：30 大砂子・柳野・永渕・大久保・岩原・筏木・西峯三谷
豊永公民館
（旧ゆとりすと交流センター） 13：30～15：00 安野 ・々西土居・八川・佐賀山・東土居

川戸・上桃原・下桃原・西久保・連火

9月11日
（金）

東豊永公民館
（旧東豊永生涯学習センター） 9：30～11：30 大平・大滝・落合・高原・川井・中内・立野・

西川・粟生・怒田・南大王・三津子野・八畝
西峰公民館（旧西峰へき地保育所） 13：30～15：00 野々屋・土居・久生野・大畑井・沖・蔭・柚木

9月14日
（月） 総合ふれあいセンター 9：30～15：00

奥大田・目付・西梶ヶ内・東梶ヶ内・石堂・
西寺内・東寺内・東庵谷・西庵谷・上東・
黒石・中屋・和田・船戸・大田口

9月15日
（火） 農工センター（１階会議室） 9：30～15：00 小川・津家・日浦・高須・大王下・大王上

杉・桧生・川口南・葛原・川口・谷・一の瀬

臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金 出張申請受付日程表

…	住民課福祉班　☎	⑨72－0450問い合わせ先

本人確認書類及び振込口座確認書類は持参いただければ、コピーすることができます。

※当日申請できない方は、臨時福祉給付金は12月28日（月）、子育て世帯臨時特例給付金は10月30日（金）までに福祉班(役場1階)へお越し
ください。なお、対象地区以外でも受付できます。   
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まちのできごと

小中学校合同音楽会

梶ヶ森山開き

柔道部大健闘！

　6月20日、第38回大豊町小中学校合同音楽
会が大豊町中学校体育館で行われました。
　オープニングステージでは、もっきんバード
の皆さんにより、約20分間のテンポの良いマ
リンバ演奏がありました。
　子どもたちによる合唱や合奏では、練習の成
果が充分に発揮され、会場は大いに盛り上がり
ました。
　全員合唱などもあり、小学生と中学生の交流
も深まったのではないでしょうか。

　7月5日、梶ヶ森安全祈願祭が行われまし
た。
　当日は悪天候のため、山荘梶ヶ森にて、多数
の関係者の出席のもと、登山者の無事故・山の
安全を祈願しました。
　恒例の寺内太刀踊りは、おおとよ小学校5年
生が見事な舞を披露し、お客さんから大きな拍
手が送られました。
　おおとよ小学校では、4年生の総合的な学習
の時間に寺内太刀踊りを学んでおり、その成果
が充分に発揮されたのではないでしょうか。

　6月21日、室戸武道大会が室戸青少年自然
の家で行われ、体育会柔道部と大豊町中学校柔
道部が出場し大健闘しました。

【小学生】個人戦　
　２年女子第３位：桒名美陽
　３年女子第３位：秋山苺華
　３年男子準優勝：吉川佳志

【中学生】
　団体戦優勝（三連覇）
　　秋山舞和矢・吉川祐斗・秋山稔
　個人戦
　　男子無差別級優勝：秋山稔
　　女子無差別級第３位：山中穂乃香
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育委員会だより教

　地方税法施行令の一部改正により限度額と軽減が次のとおりになります。

限度額
　国保税は基礎賦課、後期高齢支援金分、介護分（40歳以上65歳
未満が対象者）のそれぞれを計算し、それを合計した額です。

軽減制度
　国保税の平等割りと均等割りについて、軽減制度が拡大されました。
☆改正前　　　　　　　　　　　　　　　
　【7割軽減】世帯の所得が33万円以下
　【5割軽減】世帯の所得が33万円＋24.5万円× 被保険者数
　【2割軽減】世帯の所得が33万円＋45万円×被保険者数
☆改正後
　【7割軽減】世帯の所得が33万円以下
　【5割軽減】（世帯の所得が33万円＋26万円×被保険者数）以下　 
　【2割軽減】（世帯の所得が33万円＋47万円×被保険者数）以下
※　平成27年1月1日時点で、満65歳以上(昭和25年1月1日以前生まれ)の公的年金所得は15万円の特別控除

が適用されます。

平成27年度国民健康保険税について

区　　分 改正前 改正後
基礎賦課分 51万円 52万円
後期高齢支援金分 16万円 17万円
介護分 14万円 16万円

…	住民課税務班問い合わせ先

お詫びと訂正　7 月号の７ページにおいて、一部誤りがありましたので、下記のとおり再度掲載します。
　　　　　　　訂正してお詫び申し上げます。
※訂正箇所 　 　　  部分

平成27年度 高知大学 出前公開講座
募集定員

－各クラス－

30名

受講料
1,200円

日程：9月11日（金）～10月16日（金）
場所：大豊町農工センター文化ホール

今年度も高知大学出前公開講座を開催いたします !!
中学生から大人の方まで、たくさんのご参加をお待ちしております！！

　今回の大きなテーマは、「学びから大豊町の将来を考える」とし、現在、国や地域で議論されている地
方創生を踏まえ、皆さんと一緒に大豊町の将来を考える講座を予定しています。

第１回 …… 講義内容：地方創生・産業振興から大豊町の将来を考える（高知大副学長・受田教授）
第２回 …… 講義内容：地方創生を集落や旧小学校の地域から(飯國教授)
第３回 …… 講義内容：教育格差の課題、学力向上等から（永野教授）
第４回 …… 講義内容：怒田地区学生協働から（市川教授）
第５回 …… 大豊町の将来について、皆さんと一緒にワークショップ（受田教授・梶特任助教）

in 大豊町

＜開催予定日＞　
・第１回：	９月11日（金）午後６:45～８:30
・第２回：	９月17日（木）午後６:45～８:15
・第３回：10月 ２日（金）午後６:45～８:15
・第４回：10月 ９日（金）午後６:45～８:15
・第５回：10月16日（金）午後６:45～８:30

申込み締め切り日：８月28日（金）まで

申込み先：大豊町教育委員会（☎ 72－0450）
※当日の参加も可能ですが、できるだけ事前にお申込みください。

主催：高知大学地域連携推進センター域学連携推進部門

共催：大豊町教育委員会
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高知東警察署本山警察庁舎
高齢者交通安全アドバイザー　上池　

☎	０８８７－７６ー０１１０交通安全ニュース

皆さんおなじみの
ひじきに含まれる
代表的な栄養素は、
カルシウム（骨を
強くし骨粗鬆症予

防）、食物繊維（減塩やコレステロール予防、整腸作用）、鉄分（貧血や冷え性
予防）などで、同じ分量だとカルシウムは牛乳の約 12 倍、食物繊維はごぼう
の約７倍、鉄分も多くレバー（鶏）の約６倍です。
◆以上のように健康効果が期待でき、大変栄養豊富なひじきです。煮物だけで

なく、今回紹介するサラダや酢の物などにもあいますのでこれからの暑い時期にぜひお試しください。

…	大豊町食生活改善推進協議会（住民課健康づくり班内）問い合わせ先

へ ル

しお コ

ト

ゃ

ス

ー

の

べ

メ

ナり

イ

ー

干しひじき････････････････ ･6ｇ

ツナ缶詰･････････････････ 20ｇ

さやいんげん･････････････ 10ｇ

人参･････････････････････ 10ｇ

　･･マヨネーズ････････ 大さじ1

A･･プレーンヨーグルト･ 大さじ1

　･･白みそ･･････････ 小さじ1/2

◎ ひじきのサラダ
■	材料（約２人分）

エネルギー …… 40kcal 脂質 …… 2.2g
たんぱく質 …… 2.2g 鉄 ……… 1.9mg
カルシウム …… 55mg 塩分 …… 0.4g

1人分の
栄養量

■	作り方
①ひじきは水で戻して水けを切る。さやいんげんは斜め薄切りにする。

人参も2㎝長さの千切りにする。

②鍋に水と人参を入れて沸かし、沸騰したらさやいんげんを入れる。
　最後にひじきを入れて再度沸騰したらザルにあげる。

③ボウルにAを混ぜ合わせ、冷めた②と汁けを切ったツナを加えて混ぜ
合わせる。

◆

管内で高齢者事故発生
　６月、土佐町において高齢者が運転する車が
対向車線にはみ出し、歩道を歩いていた親子を
はねる事故が発生しました。
　疲れや眠気による体調不良が原因での事故が
心配される季節です。

事故に遭わない、おこさない心構えとは・・・

緊張感を忘れずに

○長年の運転経歴、経験、技術を過信しない

○身体機能の衰えを自覚する
　⇒とっさの判断、行動ができにくくなってい

ることを認識する

○体調の変化に敏感になる
　⇒普段とは違う・眠気を感じる場合などは躊

躇せず外出を控える

○交通ルールを守る
　⇒信号を守る・横断歩道を歩く・車に乗った

ら全席シートベルト着用

デイサービスにお邪魔しました！
～受講特典講習を実施～

　6月15日から７月10日、
ふれあいセンターにおいて
デイサービス利用者に対す
る受講特典講習を実施しま
した。
　お昼前の貴重なお時間に
「学び」にご協力いただき
ありがとうございました。

みなさんには受講修了証を
進呈しました。

　帰省客との語らいなど、
飲酒の機会も多くなる季節
ですが、少しの量でも飲酒
後に車を運転することは絶
対にやめましょう。

「ついつい・・・」が命取りに！

根絶！！

飲酒運転
夏祭り・お盆のシーズン
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第35回大豊町社会福祉大会

消防職員採用試験案内

大田口フォーク・コンサート

　今年の講演（人権啓発事業）のゲストは、こころ元
気研究所 所長 鎌田敏さんです。
　「地域の絆・みんなの笑顔」をテーマに、身近な話
題の中で人権問題についてお話いただきます。
日　時  9月6日（日）9:00～15:30
場　所  大豊町農工センター（3階文化ホール）
内　容  表彰式典、中学生ボランティアキャンプ

 体験発表、講演、アトラクション、バザーなど
申し込み方法 　一般参加者は地区担当民生委員へ、

各団体の方は代表者へお申し込みください。
※お申し込みをいただいた方の昼食はご用意いたします。
※アトラクションに出演していただける方も募集します。

参加申し込み締め切り  …………… 8月21日（金）
アトラクション出演締め切り  …… 8月14日（金）
申し込み先 　大豊町社会福祉協議会　☎⑨73－1200

　嶺北広域行政事務組合では、平成28年度採用予定
の消防職員を募集しています。

採用人員  若干名
受験資格  平成2年4月2日から平成10年4月1日

までに生まれた人

受付期間 　8月10日（月）まで
第一次試験日 　9月20日（日）

募集要項は嶺北消防署、大豊分署、役場窓口で配布し
ています。（※ホームページからダウンロード可）

申し込み・問い合わせ先
　嶺北広域行政事務組合消防本部
　総務係　☎76－2806

県内一斉避難訓練の実施について

　8月30日（日）に県内一斉避難訓練が実施されます。
これに合わせ、大豊町においても午前９時に地震が発
生したと想定し、避難訓練を実施しますので、多くの
住民の方の参加をお願いします。
　なお、集会所及び公民館などに避難された方を把握
するため、消防団員が各避難場所に確認に行きますの
でご協力ください。

　昭和の終わり、定福寺では、施餓鬼にあわせて旅
の若者がつどう夏のイベントがありました。その常連
アーティスト、松山隆宏さんが30年ぶりに大豊町に
帰ってきます。
　年月を経ていっそう趣の増したギターテクニックと
元気の出る歌声、そして誰もが笑顔になれる楽しい
トークで行く夏を惜しみませんか！
日　時  8月23日（日）18:00開演
場　所  大田口カフェ（寺内236－3）
入場料  2,500円（飲みもの券１枚付き）

 ※中学生以下無料（飲みもの代実費）
申し込み・問い合わせ先

　逢坂（おおさか）☎070－5686－4518
　大田口カフェ	 		☎73－0410

募
集 イベント情報

安
ら
か
に
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ゆとりすと カレンダー ８月・９月
８月　葉月　August

1 土 子宮がん検診（東豊永生涯学習センター　9:00～9:30　岩原消防屯所　10:30～11:00
ふれあいセンター　13:00～13:30　大豊町役場　15:00～15:30）全地区

2 日 公民館対抗吉野川ゴムボートタイムレース（川口大橋付近の吉野川）　13:30
川口夕すずみ会　17:30

3 月 犬猫の相談日
4 火 健康あっぷ教室（東豊永公民館　10:00～　豊永公民館　14:00～ ）　久寿軒百万遍

5 水
ふれあいデイ（ふれあいセンター）10:30～14:30
行政相談（農工センター）10:00～12:00
人権相談（農工センター10:00～15:00）

6 木 広島原爆の日
7 金
8 土 立秋
9 日 長崎原爆の日

10 月 よさこい祭り本祭
11 火 健康あっぷ教室（東豊永公民館　10:00～　豊永公民館　14:00～ ） よさこい祭り本祭
12 水 立川無医地区診療
13 木
14 金 穴内夏祭り・施餓鬼
15 土 終戦記念日
16 日 豊永地区納涼祭・施餓鬼
17 月

18 火
健康あっぷ教室（東豊永公民館　10:00～　豊永公民館　14:00～）
久寿軒無医地区診療
犬猫の相談日
大豊町中学生海外研修結団式

19 水 ふれあいデイ（ふれあいセンター）　10:30～14:30
薬師大祭

20 木 すこやか健診（ふれあいセンター）13:00～
はつらつ健康運動教室（農工センター）18:30～20:00

21 金 よちよち・ふれあい広場（ふれあいセンター）10:00～
22 土

23 日 特定健診・胸部・胃がん・大腸がん・前立腺がん
（ふれあいセンター　8:30～10:00）全地区 処暑

24 月

25 火 健康あっぷ教室（東豊永公民館　10:00～　豊永公民館　14:00～）
西峰無医地区診療

26 水

27 木 食生活改善推進員養成教室（ふれあいセンター）
大豊町中学生海外研修解団式

28 金 梶ケ森ロックフェスティバル

29 土 大田口地区施餓鬼
梶ケ森ロックフェスティバル

30 日 町内一斉避難訓練
中学校２学期始業式

31 月 町県民税（２期）・国民健康保険税（２期）納付期限

９月　長月　September

1 火
小学校2学期始業式
第58回金婚夫婦祝福式典（南国市　グレース浜すし）
健康あっぷ教室（東豊永公民館　10:00～　豊永公民館　14:00～）

2 水 ふれあいデイ（ふれあいセンター）10:30～14:30
3 木
4 金
5 土
6 日
7 月
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